２０２５（令和７）年度 自己評価・学校関係者評価公表シート
２０２６年４月１日
学校法人聖母学園　観音寺聖母幼稚園
園 長　尾 﨑 美 香
１　本園の教育目標
	· 神様からのあたたかい愛を感じながら、人とかかわるなかで、思いやりや感謝する心を育む。
· 集団生活をとおして、将来生きる力の基礎となる豊かな人間性を培う。


２　本年度、重点的に取り組む目標・計画
	1. 教員の資質向上 
· 他園の情報を積極的に収集し、園内で共有し、自園で取り入れていく。
· 異年齢保育について、年間で具体的に計画し、幼児のより豊かな人間関係の構築を図る。
· 各研修に課題をもって参加し、学びの機会を活かし、保育の質の向上をはかる。
2. 子育て支援事業
· 子育て支援の充実をはかり、地域に拓けた愛される園となるよう、取り組む。
· 預かり保育の充実を図り、保護者のニーズにこたえていく。
· 未就園児（０、１、２歳児）の親子登園日を充実させていく。
3. 防災管理 
· 南海トラフ地震に備え避難訓練を地域の人と連携して行う。
· 防災計画を見直し、自主防災意識を高める。防災士に診断をしてもらう。


３　評価項目の達成及び取り組み状況
	評価項目
	結果
	取　組　状　況

	Ⅰ　保育の計画性
	A
	1 子ども一人ひとりの発達や興味に応じて、園行事を展開した。特に異年齢交流を意識し、作品展でも合同で制作を行った。４，５歳児のかかわりが増え、互いに認め合い、成長する機会となった。
2 年間を通して園外保育の充実を図り、自然物を活かした遊びを集団で展開していけるように、環境を整えた。
3 運動会や発表会などの大きな行事は、４．５歳児が合同で行い、年齢を超えて互いに良い影響を受け、成長に繋がった。

	Ⅱ　保育の在り方
	A
	1 カトリック幼稚園として子どもたちに心の教育を意識している。神父様の祈りやお話の時間を通して「思いやり」や「やさしさ」が伝えられた。子どもたちへの講話を週一回取り入れ、聞く姿勢や態度にも大きく成長する姿が見られた。
2 少子化に伴い幼児のかかわりが減少するなかで、様々な人間関係を構築できるように、４，５歳児の縦割り保育を導入した。
3 満3歳児は預かり保育を利用する幼児が多いため午睡を導入し、体力面に配慮した。

	Ⅲ　教師としての資質・向上
	A
	1 コア研修会、中堅教員研修会、ミドル研修会に参加し、園の課題を見つけ、改良していくことができた。各教員も当事者意識をもって意欲的に取り組み、多くの学びを得ることができた。

	Ⅳ　保護者対応
	A
	1 クラス便りには写真を掲載し、分かりやすく伝えるように工夫した。
2 保護者会長と連携し、送迎時に声をかけて細かく共通理解を図った。また保護者からの意見を聞き取ることができ、行事に反映していった。
3 役員活動では各学年別のお楽しみ会を行った。役員の負担も軽減され、皆で一緒に楽しみながら行うことができた。
4 保護者アンケートはメール配信で行い、集計が取りやすくなった。

	Ⅴ　地域の自然や社会とのかかわり
	A
	1 親子遠足では、地元観音寺市の観光協会や自治会の役員、地域の人と連携して、街歩きを実施。子どもたちだけではなく保護者や教師も地元の良さを改めて知る機会となった。自治会と合同避難訓練、餅つき、神社での豆まきの参加、子どもたちにとっても貴重な体験となった。
2 親子登園日に０．１歳児を対象とした内容を実施し、参加者が増えた。
3 幼小保こ連携では、近隣の小学校との交流を深めた。観音寺市学校教育課から提案され、保育園やこども園との横の交流の機会を得られた。今後も公立との交流を続けていく方向となった。

	Ⅴ　研修と研究
	B
	1 中堅教員研修会では、子育て支援にテーマを置き、園全体で取り組み充実を図った。未就園児の親子登園や、こもも便りなどの新聞の発行、インスタグラムでの発信などを行った。
2 チャプレン（神父）による祈りや講話を聴き、カトリック幼稚園の教職員として、学びとなった。


４　総合的な評価結果
	評価
	理 由

	A
	教職員研修で学んだ内容を園内で共有し、異年齢保育が実現していった。また、親子登園による子育て支援事業の充実を図り、拓けた園として前進している。地域との交流を深め、異校種との連携も深まった。保護者からのニーズも多様化している。預かり保育を充実させ、短縮保育も減らしていった。私学特色教育についても外部講師による専門の教育を取り入れ、子どもたちの能力や感性の成長を促していった。


評価（A…十分に成果があった　B…成果があった　C…少し成果があった　D…成果がなかった）
５　今後取り組む課題
	
	課 題
	具体的な取り組み方法

	１
	園務分掌
	園行事や70周年記念式典の準備に全員が携わり、役割分担を行う。

	２
	防災対策
	地域との交流を深めながら、避難の在り方を検討し変更していく。事業継続計画。

	３
	食育活動
	給食の外部からの搬入、給食参観、おやつ作りの実施などを行っていく。

	※
	縦割保育
	保護者のニーズに応じた質の良い幼児教育の提供を図り、異年齢クラスを導入。


６　学校関係者評価委員会の評価
· カトリック精神に基づき、一人ひとりに寄り添う保育が行われた。
· 研修を通して教員の資質向上を図り、異年齢保育の実現、園の課題改善につながった。
· 子育て支援事業の充実など、多様化する保護者のニーズに合わせて、きめ細やかな対応をしており、保護者からの理解と信頼を得た。
· 今後も学園の評価を高め、地域との連携、公的機関の公表データをもとに、園児募集には細やかな配慮が必要である。
· 園長のﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟと教職員のﾁｰﾑﾜｰｸを駆使し、７０周年の節目の年を迎えることを願う。
· BCP事業継続計画について、教職員の理解と研修が必要である。今後も避難訓練（月１回）、BCP訓練（年２回）、引き渡し訓練（年１回）を実施することが望ましい。
